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ロータリー財団に寄付された資金が適切

に利用されているかどうかを評価する専

門家グループの活動は、引き続き行わ

れています。2011-12年度に管理委員会

により承認された補助金数は、実に

2,308件に上ります（うちマッチング・グラ

ントが1,621件、地区補助金が347件、グ

ローバル補助金が233件）。この結果、

151件の専門家グループによる評価活動

が実施され、これは2007-08年度以来最

多となりました。この内訳は、技術的審査

が26件、中間現地視察が36件、財務監

査が49件です。2012-13年度ではすで

に、90件の専門家グループの評価活動

が実施されています。 

私は、評価中に専門家グループのメン

バーが直面する問題にはどのようなもの

があるのかという質問をよく受けます。主

な問題は以下の通りです。 

 資金の流用または横領 

 虚偽の書類 

 無責任な管理 

 不適切な寄付 

 利害の対立 

 個人による補助金の独占 

 虚偽の会員記録 

これらの問題が常に発生するわけではあ

りませんし、実際にこのような問題が起こ

るのはごく限られた補助金活動のみで

す。 

また、フランシス・”ツス”・ツスビラ専門家

グループ副委員長やその他のメンバー

のご尽力により、アフリカ在住の専門家

グループのメンバーが増え、現在64名と

なったことを大変嬉しく思います。 

専門家グループを代表し、皆さまのご尽力

に心から感謝いたします。 

RI国際大会に先立ち、ポルトガルのリスボ

ンで6月21日（金）に開催される専門家グ

ループ研修セミナーにご参加いただけるこ

とを願っております。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

マイク・ウェブ 

委員長からのメッセージ 

Michael Webb 

 

2012-13年度 
テクニカル・コーディネー

ター 

委員長と副委員長 

Michael Webb （英国） 

Francis Tusubira （ウガンダ） 

 

「基本的教育と識字率の向上」 

Sylvia Byers （オーストラリア） 

Jones Kyazze （ウガンダ） 

John Thorne （オーストラリア） 

 

「母子の健康」 

Keith Barnard-Jones （英国） 

Patricia Canning （オーストラリア） 

Stanley D. Fike （カナダ） 

 

「疾病予防と治療」 

Manoj Desai （インド） 

Jos Nolle （カナダ） 

Estela Emeric (アルゼンチン ) 

 

「経済と地域社会の発展」 

Deniel Banks（米国） 

Amégnizi Maurice N. Edorh （トーゴ） 

Cecilia Reyes （フィリピン） 

 

「平和と紛争予防／紛争解決」 

Caleb E. Lucien （米国） 

Hugh Munro (スコットランド ) 

Mark Zober (イスラエル ) 

 

「水と衛生設備」  

Kurt Bay （スイス） 

Brian E. Foley （オーストラリア） 

Vishwas  Sahasrabhojanee （インド） 

次回の専門家グループ研修会： 

6月21日（金） 

次回の専門家グループ研修会は、2013

年RI国際大会の開催期間中、ポルトガ

ルのリスボンにて行われます。専門家グ

ループのメンバーだけでなく、グループ

参加に関心のあるロータリアンや、ロー

タリー財団補助金資金の管理について

さらに学びたいロータリアンは、ぜひご

参加ください。研修会の詳細は、後日お

知らせいたします。 

 



素晴らしい現地視察の体験    

セントルシアへの専門家グループミッションを終えて 

ポール・ダースティン・ボンズ・メドー・ロータリー・クラブ（米国メリーランド州、第7620地区） 
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留意点：本報告では、情報保護の観

点から、プロジェクト実施地名や提唱

組織名などに、仮名が使用されてい

ますのでご了承ください。 

専門家グループのメンバーとして、私

は10月に、セントルシア島（カリブ海

の島）での貯水・給水プロジェクトの

事前視察を行いました。この視察に

おいて、私が役割を達成する上で特

に重要だった3つの要素をご紹介しま

す。 

技術の知識：私自身はエンジニアで

はありませんが、私は仕事で、カリブ

海やアフリカでの飲料水の貯水や給

水システムの建設管理を含む経済・

地域開発事業に携わってきました。

ほとんどのプロジェクトはハイチで実

施されましたが、ハイチではセントル

シアと同じように、クレオール語を話

す住民が多く住んでいます。仕事で

の経験と、クラブ・地区レベルでの

ロータリーでの活動（特に国際奉仕活

動）から、セントルシア島の北部での

この貯水・給水システムの事前視察を

行い、現地のロータリアンと交流する

という今回の役割を引き受けることに

戸惑いはありませんでした。  

シニア専門家グループ・コーディネー

ターからの支援：今回の視察で特に重

要だったことは、シニア専門家グルー

プ・コーディネーターのクリスチャン・ペ

ペラさんが送ってくださった資料です。

この資料には、事前視察を実施する専

門家グループのメンバーが特に気をつ

けるべき要素やフレームワークが記載さ

れていました。ボランティア同意書や

マッチング・グラントの授与と受諾の条件

に含まれている情報（特に評価書式の

テンプレート）は非常に役立ち、評価を

実施する上での75のポイントをしっかりと

抑えることができました。   

提唱ロータリー・クラブと援助国側提唱

地区による現地での準備： 現地に着く

やいなや、プロジェクト委員会のメン

バーが私を空港で大変温かく迎え入れ

てくれました。彼らは、献身的で経験

豊かなロータリー・クラブのメンバー

で、私の視察期間中、常に支援を提

供してくださいました。セントルシア・

ロータリー・クラブは、2010年のハリ

ケーン「トーマス」の被害が大きかっ

た島の南部における復興プロジェクト

を含め、さまざまな活動を実施してき

ました。この復興プロジェクトには、米

国の5つの地区が支援を提供してお

り、特に貯水と給水システムの充実に

焦点を置くということでした。私が事

前視察したのはこのプロジェクトで

す。ロータリアンは、問題の総合的な

分析を行い、クラブ会員、地域や地

方自治体のリーダー、技術専門家が

参加してプロジェクトの要素を話し合

いました。ほかの資金源を確保した

後、ロータリー財団へ提案書が提出

されました。背景となった分析結果、

提案書、プロジェクトのスケジュール

などは、私が出発する前にすでに利

用可能となっていました。これらの資

料を活用しながら、私は期限通りに

評価プロセスを完了することができま

した。 

私が事前視察を行ったこのロータ

リーの水プロジェクトは、無事承認さ

れ、現在実施中です。これこそ、ロー

タリーならではの活動だと考えます。   

           最近の現地視察 

パスト・ガバナー、テ

オティモ・オニェ・レ

イェスさんは、カンボ

ジアでバイオサンド水

フィルターを作り、配

布する 3- Hプロジェク

トを視察しました。 

このプロジェクトは、現在、機能していない貯水タンク（写真左）に代わる新しい貯水･給水シス

テム（写真右）を設置するものです。 
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留意点：本報告では、情報保護の観点から、プロ

ジェクト実施地名や提唱組織名などに、仮名が

使用されていますのでご了承ください。 

東チモールで実施された、産科病院のス

タッフを対象とした研修プロジェクトの評

価についてここでご紹介させていただき

ます。 

この評価を依頼されたことは大変光栄で

した。出発前には、地元オーストラリアの

病院から医療器具を寄贈してもらい、プ

ロジェクト実施地に持って行くことにしま

した。私も産婦人科の分野で働いている

ことから、このプロジェクトは私にとって大

変意義深いものであり、東チモールでの

母子の健康について、出発前に勉強し

ました。   

私が評価したこのプロジェクトは、東チ

モールとオーストラリアのロータリアンが

参加しており、東チモールの遠隔地で、

国連の家族計画プログラムを利用して産

科医療を提供する助産師や医師を研修

するというものです。3年間の間に5つの

職業研修チームを研修する（モデルや

ロールプレイを利用した実地研修も含

む）という条件の下、補助金が承認されま

した。 

研修は特に、出産前のケア、高リスク妊

娠の特定、緊急産科管理（出産後の大

量出血、予期せぬ胎児の位置、新生児

の蘇生や安定化を含む）に焦点が当てら

れました。 

助産師や医療スタッフを含むすべての参加

者が、この研修は地域に大変素晴らしい恩

恵をもたらし、自分たちの職業的発展のた

めにも大変役立つものであると答えました。 

病院側も、この研修からスタッフが多くを学

べるようにとスケジュールを調整しました。参

加者は、自らのスキルを向上させることに熱

心で、研修から得られる新しい知識やその

結果、地域社会にもたらされる恩恵につい

て、強い関心を持っている様子でした。研

修の最後には、参加者一人ひとりに修了証

が贈られ、全員が充実した表情を見せてい

ました。 

私の訪問中、病院の医療スペシャリストは、

すでに研修による好ましい結果が出ている

と教えてくれました。助産師はこれまで以上

に自信を高め、地域社会が良い方向に向

かっているということでした。   

東チモールに出発する前に私が受け取っ

た連絡はほとんど電子的なものでしたの

で、実際の視察の様子をうまく想像できませ

んでした。また、当初計画していた通り多く

の人と面会することができませんでしたが、

評価者はその場の状況に応じて対応するこ

とも大変重要なことです。  

2日間の滞在で、22名の職員（看護師長、助

産師、医療スペシャリストを含む）と面会しま

した。その時、2名の患者が東チモールの首

都であるディリに移送されなければならない

状況でした。これは、この病院に十分な縫

合設備がなかったためです。この移送に

は、車で4～5時間がかかり、患者にとっても

大変負担の大きいものでした。   

この状況を目の当たりにし、私は西オースト

ラリアのロータリー・クラブから、東チモール

への支援をお願いする活動を開始しまし

た。 

限られた設備しかないにも関わらず、病院

スタッフは患者のケアに熱心で、大変素晴

らしい仕事をしていました。 

素晴らしい現地視察の体験    

東チモールでの職業研修チームの評価 

パトリシア・カニング・バラフラ・マラガ・ロータリー・クラブ（オーストラリア、第9455地区） 

私は評価者として、このプロジェクトの

中間評価を行ったわけですが、全体的

に非常に素晴らしい経験をすることが

できました。現地の状況についてできる

限りの情報を得ることができ、それを機

に東チモールの人たちのために支援を

お願いする活動を行うようになったので

す。すでにこの評価活動について何度

かプレゼンテーションを行いました。こ

れからもロータリーの専門家グループ

のメンバーとして活動の推進を続けて

いきたいと思います。 

東ティモール民主共和国で地元の病院の

参加チームを訪れるパトリシア・キャニングさ

ん（写真左から２人目） 

財団専門家任務の新手続き 

ロータリー財団が新補助金用のオンラ

イン・システムを導入するのに伴い、

財団専門家アサインメントの手続きが

変更されます。2013年4月以降、財団

専門家がグローバル補助金および

（新）地区補助金プロジェクトへの任務

を承諾あるいは辞退する際、さらにプ

ロジェクトの評価書を記入・提出する

際は、会員アクセスを通して行うことと

なります。マッチング・グラント、3-H補

助金、（旧）地区補助金については従

来の手続き通りです。新手続きの説明

と、新補助金オンライン・システムの実

演は、リスボン国際大会での研修の中

で行われる予定です。 

最近の現地視察 

インドで職業研修と小口金融（マイクロク

レジット）を提供する 3- Hプロジェクトの評

価に当たるヒンマシュ・サッカー地区ガバ

ナー（写真左） 
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 プロジェクト資金を継続的に確保し

ていくために、地域社会が収入を得

るためのシステムを導入または支援

する。 

 継続的にプロジェクトに資金を提供

していくための財源が既に存在する

ことを実証する。 

知識：地域社会の人々に新しいスキル

や知識、考え方を教えることによって、

人々の能力を高めます。提唱者は、以

下を行うべきです。 

 研修、教育、 地域での啓蒙活動を

盛り込む。 

 地域社会の人々が新しく習得したス

キルをほかの人々や次世代へ受け

継ぐ方法を明確に決めておく。 

モチベーション：地域社会の人々が、自

分たちの力で自分たちの生活を良くす

るという自覚と達成感をもたらします。 

 プロジェクト目標の達成に向けて受

益者に具体的な役割が与えられて

いることを確認する。 

 成果のモニタリングと奉仕活動の継

続の確認を行うリーダーを決める。 

モニタリングと評価：持続可能なプロジェ

クトは、明確で測定可能な成果をもたら

します。提唱者は、以下を行うべきで

す。 

 明確な目標を定め、適切な基準

データを集める。 

 プロジェクトの成果を測るための評

持続可能なプロジェクト効果の追求 

価基準と、情報収集の方法を決

める。 

グローバル補助金には、上記の各要

素を含めることが重要です。上記の

要素を盛り込んだ持続可能なプロ

ジェクトの例は、learn.rotary.orgにある

「グローバル補助金の立案」に紹介さ

れています。また、個々のプロジェク

トを持続可能とするための方法は、財

団職員までご相談ください。持続可

能性について、または効果的な補助

金プロジェクトの計画、実行について

の詳細な情報は、「補助金管理の手

引き」（ダウンロード可能）を参照して

ください。 

 

「持続可能性」には、組織によってさ

まざまな定義があります。ロータリー

財団は、持続可能性を「補助金資金

がすべて使用された後にも、地域社

会の継続的ニーズを満たすために、

プロジェクトがもたらした影響を長期

的に持続できること」と定義していま

す。プロジェクトはさまざまな形で持続

可能なものとすることができますが、

持続可能なプロジェクトはすべて以下

のような特徴を備えています。 

地域社会のニーズと協力：入念な計

画、さまざまな参加者からの協力、受

益者のニーズと価値観の尊重が重要

と な り ます。提唱者は、以下の点

をあらかじめ決めておきます。 

 受益者からの意見をどのように集

めるか 

 プロジェクト活動の調整にかかわ

る地元組織、市民団体、政府組

織や自治体 

物資／テクノロジー：現地で調達で

き、即用性があり、環境にやさしい耐

久性のある物資を使用します。提唱

者は、以下を満たす必要があります。 

 プロジェクトの物資を現地で調達

することを申請時に明記する。 

 現地で部品（該当する場合）が調

達できることを示す。 

資金：補助金がすべて使用された後

も成果を持続していくための安定した

財源を確保します。提唱者は、以下

のいずれかを行うべきです。 

資金管理担当職員 
 
 

メレディス・バールー  

マネージャー 

meredith.burlew@rotary.org 
 

 

クリスチャン・ペペラ 

シニア・コーディネーター、専門家グループ 

christian.pepera@rotary.org 
 

タニア・デュボン 

会計監査スペシャリスト 

tannia.dubon@rotary.org 
 

ラジャシュ・アナン 

会計監査シニア・コーディネーター 

南アジア事務局、インド 

rajesh.anand@rotary.org 

学校に貯水タンク、トイレ、手洗い設備を

提供するグローバル補助金プロジェクトを

評価するためにタンザニアへ赴いたピー

ター・ブレインさん 

http://learn.rotary.org/
http://www.rotary.org/ja/global/docs/grant_management_manual_en.pdf



